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特集「住みよいまちづくりの実現」を目指して

３ 広報ひこね　平成23年４月１日　　

　

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、昨

年
度
の
当
初
予
算
と
比
べ
て
、1 .7
％
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
個
人
市
民
税
、
法
人
市
民
税
と
も
に

増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、従
前
の
水
準
ま
で

回
復
す
る
に
は
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
国
の
地
方
財
政
対
策
で
、
前

年
度
を
上
回
る
一
般
財
源
を
確
保
で
き
、増
加
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
実
質
公
債
費
比
率
が
基
準
の
18
・
０
％

を
上
回
っ
て
い
る
の
で
、国
の
財
源
手
当
に
係
る

市
債
を
除
き
、新
た
な
市
債
の
発
行
を
で
き
る
限

り
抑
制
し
、公
債
費
負
担
の
適
正
化
に
努
め
ま
し

た
。

　

歳
出
で
は
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
と
し
て
、

子
育
て
支
援
や
子
ど
も
が
心
豊
か
に
育
つ
環
境

づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
む
ほ
か
、湖
東
定
住
自
立

圏
構
想
の
中
心
市
と
し
て
、関
係
町
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
各
種
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
引
き
続
き
緊
急
経
済
・
雇
用
対
策
事

業
を
行
い
、地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
不
安
の

解
消
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、職
員
数
の
適
正
化
に
努
め
る
と
と

も
に
、引
き
続
き
常
勤
特
別
職
な
ど
の
給
与
を
削

減
し
て
、
総
人
件
費
の
抑
制
に
努
め
ま
し
た
。

　

こ
の
特
集
で
は
、平
成
23
年
度
予
算
の
概
要
と
、

主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

財
政
課
☎
30-

６
１
０
７

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

用語の説明（歳出）

民生費　福祉や医療の充実などのために使われ

るお金

土木費　道路や橋、公園などの施設整備に使わ

れるお金

衛生費　健康診断や予防接種、ごみの収集・処

理などに使われるお金

教育費　小・中学校などの教育や文化、スポー

ツの振興のために使われるお金

公債費　大きな事業を行うために国などから借

りたお金の返済に使われるお金

総務費　市税、選挙、戸籍の事務や、市政の

推進を図る計画を作るために使われるお金

消防費　市民の安全を守るため、消防や防災対

策に使われるお金

農林水産業費　農林水産業の振興のために使

われるお金

商工費　商工業や観光の振興のために使われ

るお金

議会費　市議会を運営するために使われるお金

労働費　働く人たちの福祉などのために使われ

るお金

予備費　緊急の支出などに備えるお金

用語の説明（歳入）

市　税　皆さんから市に納めていただく税金

国庫支出金・県支出金　特定の目的の財源として

国・県から交付されるお金（補助金など）

地方交付税　所得税など国が徴収した税金の中

から、市の財政状況に応じて国から交付される

お金

市　債　大きな事業を行うために国などから借

り入れるお金

　《平成23年度末残高見込額328億4,512万3千

円》

諸収入　他の収入科目に含まれない収入（消防の

受託事業収入など）

使用料及び手数料　施設の使用時や住民票など

の証明書の交付時などに皆さんが納めるお金

地方消費税交付金　国が徴収した消費税の一部

から市へ交付されるお金

分担金及び負担金　市が行う事業によって特に

利益を受ける人や団体が納めるお金

繰入金　特定の目的のために積み立てているお

金を取り崩して使うお金

地方譲与税　国が国税として徴収した税金のう

ち、地方に配分されるお金

平
成
23
年
度
予
算
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特集 　「住みよいまちづくりの実現」を目指して

２,８６１万３千円

２，０００万円

１,２５６万９千円

１,１８４万２千円

７６０万円

中小小売商業対策事業

　プレミアム商品券発行事業や、イベント関連事

業に補助します。

（仮称）天秤櫓特別展開催事業

　戦国時代の歴史や武将をテーマにした特別展

を開催します。

夢京橋あかり館運営管理事業

　夢京橋あかり館の運営や、石田三成と佐和山

城をテーマにした企画展などを実施します。

湖東定住自立圏地産地消事業

　湖東圏域の生産者と消費者が、

より安全・安心な農産物を安定的

に供給できる体制を整備し、直売

所や学校給食などでの利用拡大

を図ります。

湖東圏域エコ交通環境整備事業

　湖東圏域の各町とともに、電動アシスト付き自

転車などを導入し、新たにレンタサイクル事業を

行います。

子ども手当支給事業

　中学校修了までの児童の養育者に支給します。

放課後児童クラブ運営事業

　第２土曜日の運営を、毎週土曜日の運営にします。

子宮頸
けい

がん等予防接種事業

特定不妊治療費助成事業

　不妊で悩んでいる夫婦に、保険適用とならない

不妊治療費の一部を助成します。

２６億３,９００万２千円

２億１,０８７万円

１億９,７８４万円

７５２万１千円

乳児家庭全戸訪問事業　

　乳児がいる全ての家庭を民生委員児童委員、

保健師などが訪問します。子育て支援に必要な情

報提供をしながら、子育ての孤立化、虐待防止を

図ります。

配偶者暴力相談事業

　DV （ドメスティック・バイオレンス、夫婦や恋人など

親しい人間関係の中で起こる暴力） 被害者の専門相

談員を配置し、相談体制の充実を図ります。

２９２万円

２０８万円

低炭素社会構築事業

　低炭素社会を構築するための啓発をしたり、太

陽光発電システムや高効率給湯器の設置費用を

補助したりします。

１,９１９万９千円８億２,４９３万１千円

５,２５０万円

２,１９５万４千円

市民生活や福祉の分野

生活環境の分野

彦根駅東土地区画整理事業

道路新設改良事業

　従来の整備に加えて、新たに大藪磯線、大藪

日夏線の整備に着手します。

さんぽ道修景整備事業　

　まちなみを体感でき

る観光コースを整備し、

まちなか観光を推進し

ます。

新観光振興事業

　湖東圏域（彦根市、愛荘町、豊郷町、甲良町、多

賀町）の皆さんが自主的に取り組む地域創造事業

への補助のほか、ひこにゃんに関すること。

緊急経済対策住宅リフォーム促進事業

　　

　住宅リフォーム費用の 20％ （限度額 20万円） 

を補助します。

４億４，１６９万５千円

３億２，６２７万１千円

４，３８２万１千円

３,６２０万４千円

３,４４９万５千円

旭森地区公民館増築事業

　公民館機能の充実と、地域の皆さんの利便性

向上を図ります。

湖東定住自立圏彦根市サイエンスプロジェクト

推進事業　

　小・中学生向け 「自律型サッカーロボット研究

室」や社会人向け「基礎ＩＴスキル講座」などを

開きます。参加対象を湖東圏域に拡大します。

スポーツ環境づくり事業　

　ウォーキング、ジョギング、サイクリングのモデ

ルコースの設定などをします。

７，６００万円

９５８万円

２３１万８千円

ひこね教育推進事業　

　彦根市少年少女発明クラブへの補助や、中学生

の社会力の育成などを図る 「中学生地域貢献プ

ロジェクト」などを実施します。

学校給食センター建設候補地事前調査事業

　

　中学校給食の実施に向けて、彦根総合地方卸

売市場㈱敷地内（安食中町）での建設の可能性を

検討する事前調査をします。

彦根市地域のふれあい学校推進事業

　子どもを社会全体で育むために、地域に根ざし

た体験活動や交流活動の機会を提供している団

体を支援します。

１０２万６千円

６０万９千円

２０万円

彦根城維持管理事業　

　特別史跡「彦根城跡」の維持管理と運営を行

います。西の丸三重櫓のライトアップ設備を設置

します。

歴史まちづくり事業

　善
せ

利
り

組足軽組屋敷辻番所の保存整備、金亀会

館の解体、長曽根口門跡の発掘調査をします。

２億３，８２９万８千円

７，３００万３千円

博物館企画展開催事業

　市制75周年、博物館開館25周年を記念して、

企画展「 （仮称）徳川将軍家と井伊家」を開催しま

す。

世界遺産登録推進事業

　彦根城の世界遺産登録に向けた取り組みを推

進します。

８８８万４千円

２６２万４千円

産業振興や都市計画の分野

教育の分野

文化や文化財の分野

その他

「市民一人に使うお金の内訳」と「市民

一人が納める税金の内訳」の算出につ

いて、彦根市の人口は１１１,９８９人（平

成23年３月１日現在）で計算しています。

公共下水道建設事業

都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業

防災体制整備事業　

　非常用備品、食糧などの備蓄や、集中豪雨ハ

ザードマップの作成に取り組みます。

緊急経済・雇用対策事業

ふるさと雇用再生特別基金事業　

　

　６事業　雇用予定見込者数　８人

２,０２２万９千円

７,０６６万６千円

５３５万７千円

４８４万４千円

荒神山自然の家管理運営事業

　滋賀県から移管された荒神山自然の家の管理・

運営を行います。

市制75周年記念式典事業　

　市制75周年を記念して、式典を開催します。市

民の皆さんや各種団体を表彰したり、記念講演を

行ったりします。

市勢要覧の発行

　市制75周年を記念して作成します。

中国湘潭市交流事業　

　友好交流を深めるため、友好代表団を招き、友

好都市提携20周年記念式典を開催します。

湖東定住自立圏推進事業　

　湖東圏域の各町とともに、国が提唱する定住

自立圏構想の推進を図ります。

３３５万５千円

１９８万２千円

平成23年度当初予算の主な施策や事業の内容を紹介します　

緊急雇用創出特別推進事業

　

　21 事業　雇用予定見込者数　延べ１３３人
１億１，５４１万６千円
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せ
て
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
絵
図

全
体
が
測
量
に
よ
り
作
製
さ
れ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
道
や
堀
、
土ど

居い

（
外
堀

に
面
し
て
築
か
れ
た
土
手
）
に
は
そ
の
幅
が

記
さ
れ
、
屋
敷
地
に
は
１
敷
地
ご
と
に
表

お
も
て

間ま

口ぐ
ち

、
奥
行
、
奥お

く

間ま

口ぐ
ち

の
長
さ
が
記
さ
れ
、

武
家
屋
敷
に
は
、
居
住
者
の
名
前
が
書
か

れ
て
い
ま
す
（
部
分
写
真
）。

　

絵
図
を
作
成
し
た
普
請
方
は
、
城
の
石

垣
修
理
な
ど
、
藩
の
土
木
工
事
を
担
当
す

る
役
所
で
し
た
。
普
請
は
、
建
築
工
事
で

あ
る
作
事
に
対
し
、
土
木
工
事
の
こ
と
を

　

天
保
７
年
（
１
８
３
６
）、彦
根
藩
の
普ふ

請し
ん

方か
た

が
御
城
下
惣
絵
図
と
い
う
絵
図
を

作
製
し
ま
し
た
（
写
真
）。
城
下
が
６
つ
の

地
区
に
分
割
し
て
描
か
れ
、
１
地
区
ご
と

に
巻
物
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
写
真

の
城
下
町
全
体
図
は
６
巻
の
絵
図
を
画

像
合
成
し
た
も
の
で
、
実
寸
は
お
よ
そ
３

ｍ
四
方
の
大
き
さ
と
な
り
ま
す
。

　

絵
図
に
は
、
町
の
街
区
が
詳
細
に
描
か

れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
地
図
と
重
ね
合
わ

御
城
下
惣
絵
図―

彦
根
城
下
の
土
地
管
理
政
策―

意
味
し
ま
す
。
同
時
に
普
請
方
は
、
城
下

町
全
体
の
土
地
管
理
を
仕
事
と
し
ま
し

た
。
例
え
ば
、
武
家
屋
敷
の
居
住
者
が
替

わ
り
、
引
き
渡
さ
れ
る
と
き
に
は
、
必
ず

普
請
方
が
立
ち
会
い
、
間
口
な
ど
を
計
測

し
、
登
録
の
数
値
と
同
じ
で
あ
る
か
を
確

認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
土
居
も
普
請
方
が

管
理
す
る
場
所
で
し
た
。
土
居
を
保
全
す

る
た
め
に
植
え
た
竹
藪
を
維
持
す
る
よ

う
に
普
請
方
が
藩
主
か
ら
命
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
、
普
請
方
を
通
じ

て
城
下
町
の
土
地
の
現
状
を
厳
密
に
維

持
管
理
し
よ
う
と
す
る
藩
の
意
図
が
う

か
が
え
ま
す
。

  

絵
図
の
余
白
に
、「
従
来
は
１
枚
の
絵
図

で
あ
っ
た
が
、
折
れ
目
の
所
が
傷
み
、
記

載
内
容
が
不
明
瞭
に
な
っ
て
き
た
の
で

６
巻
の
絵
図
に
改
め
た
」
と
作
製
経
緯
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
普
請
方
の
城
下
町
絵

図
は
、
土
地
管
理
の
基
本
図
と
し
て
作
製

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

  

し
か
し
、
現
代
の
よ
う
な
便
利
な
道
具

の
な
い
中
、
な
ぜ
手
間
を
か
け
て
城
下
町

全
体
を
測
量
し
、
全
て
の
堀
や
土
居
、
道

路
、
屋
敷
の
寸
法
を
逐
一
記
す
よ
う
な
形

で
絵
図
が
作
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

江
戸
時
代
、
彦
根
藩
が
彦
根
城
の
石
垣

修
復
を
行
う
と
き
に
は
、
幕
府
に
修
復
許

可
を
願
い
、
現
状
ど
お
り
に
修
復
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
城
の
防
御
機

能
を
維
持
す
る
こ
と
が
、
将
軍
に
対
す
る

大
名
の
責
務
だ
っ
た
の
で
す
。
あ
わ
せ
て

彦
根
城
下
の
武
家
屋
敷
の
分
布
に
注
目

す
る
と
、
内
堀
と
中
堀
、
外
堀
に
面
し
た

区
域
の
大
半
に
武
家
屋
敷
が
並
び
、
城
の

中
心
を
守
る
楯
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
彦
根
城
下
は
防

御
機
能
が
重
視
さ
れ
作
ら
れ
た
都
市
で

あ
り
、
石
垣
や
土
居
だ
け
で
な
く
、
道
路

や
区
画
、
武
家
屋
敷
な
ど
が
防
御
施
設

と
し
て
の
性
格
を
基
底
に
持
っ
て
い
た

の
で
す
。
絵
図
に
よ
り
城
下
町
の
現
状
を

厳
密
に
把
握
し
維
持
し
よ
う
と
し
た
の
は
、

防
御
施
設
つ
ま
り
は
城
下
町
の
防
御
機
能

を
維
持
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
置
け
ば
、
御
城

下
惣
絵
図
そ
れ
自
体
が
、
平
和
な
時
代
の

軍
事
都
市
と
い
う
江
戸
時
代
の
城
下
町

の
独
自
の
性
格
を
表
現
し
て
い
る
資
料

と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。　

  

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

渡
辺
恒
一
）

ご  

じ
ょ
う  
か   

そ
う   

え    

ず

▲御城下惣絵図（彦根城博物館蔵）

▼御城下惣絵図（部分）
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ⓒHIDEKI MIYASHITA/KODANSHA

ⓒ TECMO KOEI 
GAMES CO.,LTD.All 
rights reserved

▲宮下英樹さんが描いた石田三成像

～お知らせ～

危険物取扱者試験（乙種第４類）の
予備講習会

日時　４月17日㈰　9：00 〜 17：00

場所　 消防本部 ( 西今町 )

定員 　72人( 先着順 ) 

受講料　5,000 円 ( テキスト代別・保安協会会員事業

所は 3,000 円 ) 

申込期間 ４月４日㈪〜同15日㈮　8：30〜17：15
（土・日曜日を除く）

申込・問い合わせ先　彦根防火保安協会事務局

　（ 消防本部予防課）☎ 22-0332、FAX22-9427

危険物取扱者試験

日時　５月22日㈰　14：00 〜

場所　滋賀県立大学 ( 八坂町 )

願書受付期間　電子申請４月２日㈯〜同９日㈯、
書面申請４月５日㈫〜同12日㈫　

申込・問い合わせ先　書面申請の場合は、各消
防署で配布している願書に必要事項を書い
て、㈶消防試験研究センター滋賀県支部 ( 〒

520-0806大津市打出浜2-1コラボしが21 ４階)☎
077-525-2977、FAX077-521-7904 まで郵送
してください。

　

林
野
や
草
生
地
、
河
川
敷
の
法の

り

面め
ん

、
田
畑

周
辺
な
ど
で
多
発
し
て
い
る
火
災
の
原
因
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
た
き
火
で
す
。

　

平
成
22
年
の

消
防
本
部
管
内(
彦
根
市
・

犬
上
郡)

で
た
き
火
が
原
因
と
な
っ
た
火
災

は
、
全
火
災
件
数
67
件
の
15
％
に
あ
た
る
10

件
で
し
た
。
ま
た
、
今
年
に
入
っ
て
も
（
２
月

28
日
現
在
）
２
件
の
た
き
火
が
原
因
と
な
っ
た

火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
ご
み

の
焼
却
を
行
い
、
建
物
に
燃
え
移
っ
た
事
案

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

焼
却
火
・
た
き
火
か
ら
火
災
に
至
る
理
由
は
、

次
の
４
点
が
主
な
原
因
で
す
。

⑴
飛
び
火
に
よ
り
、
他
へ
延
焼
す
る
。

⑵
風
に
あ
お
ら
れ
て
、
炎
が
拡
大
す
る
。

⑶
自
然
に
消
え
る
と
思
い
込
み
放
置
す
る
。

⑷
消
し
た
つ
も
り
が
ま
だ
火
種
が
残
っ
て
い

　

て
、
再
燃
す
る
。

 　

ま
た
、
こ
の

時
期
は
林
野
火

災
も
発
生
し
や

す
い
時
期
で

す
。 

空
気
が
乾

燥
し
、
火
災
が

発
生
し
や
す
い

季
節
で
あ
る
こ

た
き
火
火
災
を
防
ご
う
！

と
に
加
え
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
山
菜
取
り
な
ど
、

山
林
へ
の
出
入
り
が
多
く
な
る
時
期
と
な
り

ま
す
。

　

林
野
火
災
の
原
因
は
、
た
き
火
、
タ
バ
コ
、

火
入
れ
の
不
始
末
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
ま

た
週
末
や
休
日
に
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

︻
た
き
火
を
す
る
と
き
の
注
意
事
項
︼

燃
え
移
り
を
防
ぐ

　

枯
葉
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
い
場
所

を
選
び
ま
し
ょ
う
。
山
林
な
ど
で
は
、
た
き

火
な
ど
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。 

天
気
に
注
意
す
る

　

強
風
や
乾
燥
の
注
意
報
が
出
て

い
る
と
き
は
、た
き
火
な
ど
を
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

消
火
の
準
備
を
し
て
お
く

　

炎
が
風
に
あ
お
ら
れ
た
り
す
る

と
、あ
っ
と
い
う
間
に
燃
え
広
が
り

ま
す
。水
が
入
っ
た
バ
ケ
ツ
な
ど
を

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。  

消
火
確
認
の
徹
底

　

火
が
完
全
に
消
え
る
ま
で
、そ
の

場
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

【消防まめ知識】

～野焼き（野外焼却）は原則
　として「禁止行為」です～

　廃棄物の野外焼却、いわゆる野焼きは、「廃棄

物の処理及び清掃に関する法律」第 16 条の２に

おいて風俗習慣上、または宗教上の行事を行うた

めに必要な場合などの例外を除いて、法律で禁止

されています。野焼き（野外焼却）には常に火災の

危険が伴うことを忘れないでください。

　

近
畿
一
円
を
ル
ー
ト
と
し
た
ク
ラ

シ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
ラ
リ
ー
「
ラ
・

フ
�
ス
タ
・
プ
リ
マ
ベ
ラ
２
０
１
１
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
彦
根
市
も
、
彦
根
イ
ン
タ
ー

チ
�
ン
ジ
か
ら
彦
根
城
周
辺
、
夢
京
橋

キ
�
ッ
ス
ル
ロ
ー
ド
な
ど
が
通
過
ル
ー

ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
堺
正
章

さ
ん
や
、
近
藤
真
彦
さ
ん
、
鈴
木
亜
久

里
さ
ん
、
大
蔵
正
之
助
さ
ん
な
ど
も
参

加
予
定
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
名 

「La　

Festa P
rim

avera

２
０
１
１
」（
ラ
・
フ
�
ス
タ
・
プ
リ
マ

ベ
ラ
２
０
１
１
）

日
時　

４
月
19
日
㈫　

午
前
９
時
〜
同

10
時
に
通
過
予
定

通
過
ル
�
ト　

名
神
高
速
道
路
彦
根
イ

ン
タ
ー
チ
�
ン
ジ
↓
京
町
↓
市
役
所

前
↓
彦
根
城
内
↓
西
中
学
校
・
滋
賀

大
学
前
↓
京
橋
口
駐
車
場
（
ス
タ
ン

プ
ポ
イ
ン
ト
）
↓
夢
京
橋
キ
�
ッ
ス
ル

ロ
ー
ド

※
大
会
に
よ
る
交
通
規
制
は
あ
り
ま
せ

ん
�

問
い
合
わ
せ
先　

ラ
・
フ
�
ス
タ
・
プ

リ
マ
ベ
ラ
運
営
事
務
局
☎
03-

５
７

０
７-

７
０
４
１
番

森川許六俳書
受贈記念講演会

　 江戸時代、彦根藩士の武芸指南役

を務める森川許
き ょ

六
り く

は、松尾芭蕉の弟

子であり、「蕉門十哲」のひとりで

した。俳人としての許六を研究され

てきた故尾
お

形
が た

仂
つとむ

さんの遺志を受け継

ぎ、資料整理や目録作成を完遂され

た、東京学芸大学教授　嶋
し ま

中
な か

道
み ち

則
の り

さ

んに講演をしていただきます。

日時　４月16日㈯　14：00〜15：30

定員　200 人

場所　彦根城博物館能舞台

申込開始日　４月２日㈯

受付時間　10：00〜18：00。ただし、

日曜日は 17：00 まで。
申込・問い合わせ先　電話か直

接、市立図書館☎ 22-0649、
FAX26-0300

﹁
ラ
・
フ
�
ス
タ
・
プ
リ
マ
ベ
ラ 

２
０
１
１
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

夢
京
橋
あ
か
り
館
２
階
の
「
ま
ち
な
か
博

物
館
」
が
、
３
月
26
日
㈯
に
石
田
三
成
と
そ

の
盟
友
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
「
三
成
イ
レ

ブ
ン
」
と
し
て
リ
ニ
�
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

展
示
で
は
三
成
と
志
を
共
に
し
た
10
人
の

武
将
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
肖

像
画
（
複
製
）
と
三
成
と
の
友
情
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
三
成
の
生
涯
を
関
�
原
の
戦
い

を
中
心
に
パ
ネ
ル
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
ン
ガ
「
セ
ン
ゴ
ク
天
正
記
」
の

作
者　

宮
下
英
樹
さ
ん
が
書
き
下
ろ
し
た
三

成
の
肖
像
画
（
油
絵
）
を
全
国
で
唯
一
展
示
し

ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
ゲ
ー
ム
「
戦
国
無

双
シ
リ
ー
ズ
」
の
キ
�
ラ
ク
タ
ー
を
随
所
に

用
い
た
展
示
も
行
い
、
歴
史
的
な
肖
像
画
と

マ
ン
ガ
や
ゲ
ー
ム
の
キ
�
ラ
ク
タ
ー
と
の
対

比
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
内
に
あ
る
三
成
の
記
念
物
を

ひ
こ
に
�
ん
が
案
内
す
る
映
像
を
初
公
開
し

て
い
ま
す
。

場
所　

夢
京
橋
あ
か
り
館
２
階（
本
町
二
丁
目
）

料
金　

大
人
２
０
０
円　

小
・
中
学
生
１
０

０
円
（
市
民
無
料
観
覧
券
も
使
用
で
き
ま
す
）

※
有
料
観
覧
者
に
は
展
示
会
図
録
お
よ
び
㈱

夢
京
橋
特
製
グ
ッ
ズ
を
進
呈
し
ま
す
。（
な

く
な
り
次
第
終
了
）

開
館
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

休
館
日　

毎
週
火
曜
日
（
火
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
翌
水
曜
日
）、
年
末
年
始

問
い
合
わ
せ
先　

夢
京
橋
あ
か
り
館
☎
27-

５
５
０
１
番

※
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
も
情
報
発
信
中
。
ア
カ
ウ

ン
ト
は@

m
itsunari11

石
田
三
成
、
島し

ま

左さ

近こ
ん

、
大お

お

谷た
に

吉よ
し

継つ
ぐ

、
真さ

な

田だ

幸ゆ
き

村む
ら

、
直な

お

江え

兼か
ね

続つ
ぐ

、
佐さ

竹た
け

義よ
し

宣の
ぶ

、

舞ま
い

兵
ひ
ょ
う

庫ご

、
蒲が

生も
う

郷さ
と

舎い
え

、
安あ

ん

国こ
く

寺じ

恵え

瓊け
い

、
小こ

西に
し

行ゆ
き

長な
が

、
宇う

喜き

多た

秀ひ
で

家い
え

三成
イレブン
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特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
制
度
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　
「
特
別
障
害
者
手
当
」「
障
害
児

福
祉
手
当
」
は
、在
宅
で
生
活
し
て

い
て
、
常
時
介
護
が
必
要
な
障
害

者
（
児
）
に
、
３
か
月
に
１
回
手
当

を
支
給
し
、
負
担
の
軽
減
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

対
象

①
特
別
障
害
者
手
当　

20
歳
以
上

で
重
度
の
重
複
障
害
が
あ
り
、

常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す

る
状
態
に
あ
る
か
、
絶
対
安
静

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
人

②
障
害
児
福
祉
手
当　

20
歳
未
満

で
重
度
の
障
害
の
た
め
、
日
常

生
活
で
常
時
介
護
を
必
要
と
す

る
人

所
得
制
限　

本
人
、
配
偶
者
、
同
じ

世
帯
で
の
最
多
収
入
者
の
所
得

が
、
い
ず
れ
も
定
め
ら
れ
た
限

度
額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

支
給
額
が
改
定
さ
れ
ま
す

　

平
成
23

年
４
月
分

か
ら
、手
当

額（
月
額
）

が
下
の
表

の
と
お
り

改
定
さ
れ

ま
す
。

心
身
障
害
者
の
社
会
参
加
の
た
め
に

タ
ク
シ
ー
運
賃 

｝

自
動
車
燃
料
費　

を
助
成
し
ま
す

　

重
度
の
障
害
が
あ
る
人
の
積
極

的
な
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め

に
、
タ
ク
シ
ー
運
賃
、
ま
た
は
自

動
車
燃
料
費
の
助
成
券
を
交
付
し

ま
す
。
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
助
成
額

は
年
額
１
２
、０
０
０
円
（
５
０
０

円
×
24
枚
）、
自
動
車
燃
料
費
の
助

成
額
は
年
額
６
、０
０
０
円
（
３
０

０
円
×
20
枚
）
で
、
４
月
１
日
㈮
か

ら
受
付
を
し
ま
す
。

対
象
者　

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
、
さ
ら
に
、
施
設

に
入
所
し
て
い
な
い
人
で
、
市

民
税
所
得
割
額
（
平
成
22
年
度
課

税
）
が
16
万
円
未
満
の
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
の
所
持
者
で
、
次
の
い
ず

れ
か
の
障
害
の
あ
る
人　

▼
肢
体
不
自
由
障
害
の
う
ち
下

肢
障
害
、
体
幹
機
能
障
害
ま

た
は
移
動
機
能
障
害　

▼
視
覚
障
害　

▼
内
部
障
害
（
免
疫
機
能
障
害
を

含
む
）

②
療
育
手
帳
Ａ
１
、
Ａ
２
の
所
持

者
③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
ま
た
は
２
級
の
所
持
者

※
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
は
、
本

人
ま
た
は
本
人
と
生
計
を
同
じ

に
す
る
家
族
が
自
動
車
を
所
有

し
、
運
転
す
る
場
合
に
限
ら
れ

ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

身
体
障
害

者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
印

鑑
※
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
に
は
、

車
検
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

（城東小学校６年）

（県立盲学校小学部６年）

（鳥居本小学校６年）

（城陽小学校２年）

（若葉小学校６年）

（城西小学校５年）

（城西小学校２年）

（亀山小学校３年）

（城陽小学校４年）

（鳥居本小学校２年）

（稲枝東小学校４年）

（佐和山小学校６年）

（若葉小学校６年）

（城西小学校５年）

（城西小学校３年）

（城陽小学校５年）

（稲枝西小学校２年）

障
害
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ
先　

障
害
福
祉
課
☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-
１
７
６
７
番

＜小学生＞

岡
お か

本
も と

　隼
じゅん

さん

 菅
か ん

 　琴
こ と

香
か

さん

北
き た

川
が わ

　新
に い

菜
な

さん

紺
こ ん

谷
や

　彩
あ や

萌
め

さん

鈴
す ず

木
き

　優
ゆ

里
り

さん

髙
た か

木
ぎ

　紫
し

月
づ き

さん

多
た

田
だ

　理
り

那
な

子
こ

さん

田
た

中
な か

　佐
さ

季
き

さん

 辻
つ じ

 　紗
さ

歩
ほ

さん

出
で

口
ぐ ち

　恵
け い

太
た

郎
ろ う

さん

中
な か

川
が わ

　響
ひびき

さん

中
な か

村
む ら

　美
み

季
き

さん

平
ひ ら

塚
つ か

　彩
さ や

花
か

さん

藤
ふ じ

田
た

　真
ま

帆
ほ

さん

藤
ふ じ

田
た

　優
ゆ う

菜
な

さん

村
む ら

岸
ぎ し

　澪
み お

さん

安
や す

居
い

　愛
あ い

莉
り

さん

山
や ま

田
だ

　優
ゆ う

果
か

さん

山
や ま

根
ね

　久
く

実
み

さん

渡
わ た

邊
な べ

　彩
あ や

さん

＜中学生＞

大
お お

谷
た に

　歩
あ ゆ

美
み

さん

大
お お

西
に し

　裕
ゆ う

子
こ

さん

大
おお

村
むら

　緋
ひ

奈
な

子
こ

さん

小
お

川
が わ

　愛
あ

純
ず み

さん

北
き た

村
む ら

　優
ゆ う

花
か

さん

沓
く つ

水
み ず

　悠
ゆ う

馬
ま

さん

中
な か

橋
は し

　優
ま さ

心
み

さん

広
ひ ろ

田
た

　知
ち

春
は る

さん

宮
み や

崎
ざ き

　萌
も え

さん

村
む ら

松
ま つ

　明
あ

日
す

香
か

さん

若
わ か

林
ばやし

　奈
な

織
お り

さん

脇
わ き

坂
ざ か

　莉
り

央
お

さん

渡
わ た

辺
な べ

　紗
さ

枝
え

さん

（城西小学校６年）

（城西小学校５年）

（亀山小学校６年）

（南中学校１年）

（南中学校３年）

（南中学校３年）

（県立河瀬中学校３年）

（南中学校１年）

（南中学校１年）

（彦根中学校３年）

（中央中学校３年）

（南中学校２年）

（県立盲学校中学部１年）

（西中学校３年）

（中央中学校３年）

（東中学校１年）

おわびと訂正
広報ひこね３月15日号６ページの『地域通貨「彦」の交付が始まります　地域に貢献している「彦」協力店』にある「パラデ
ィープラッツ」「Coffee Shop PAL」は営業を終了しており、協力店から除きます。おわびして訂正します。
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こ
れ
に
伴
い
、
迷
い
犬
、
猫
の
連

絡
な
ど
も

生
活
環
境
課
に
変
わ

り
ま
す
。

　

愛
犬
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
注

射
は
飼
い
主
の
義
務
で
す
。
必
ず

受
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番　

彦
根
市
の
組
織
が

一
部
変
わ
り
ま
す

　

新
た
な
課
題
に
適
切
に
対
応
す

る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
組
織
の

一
部
を
変
更
し
ま
す
。

部
・
課
の
統
合

　

簡
素
で
効
率
的
な
組
織
と
す
る

た
め
、
次
の
と
お
り
組
織
を
統
合

し
ま
す
。

　

下
水
道
部
と
水
道
部
を
上
下
水

道
部
と
し
て
統
合
し
、
上
下
水
道

部
の
も
と
に
下
水
道
管
理
課
、
下

水
道
建
設
課
、上
水
道
業
務
課
、上

水
道
工
務
課
と
し
て
再
編
し
ま
す
。

な
お
、
事
務
所
の
位
置
は
従
来
ど

お
り
で
す
。

　

市
民
交
流
課
と
人
権
政
策
課
を

人
権
政
策
課
と
し
て
統
合
し
、
新

た
な
組
織
に
お
い
て
人
権
施
策
、

男
女
共
同
参
画
、
多
文
化
共
生
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
保
険
料
は
、
平
成

23
年
２
月
の
特
別
徴
収
が
あ
る
場

合
、
４
月
・
６
月
・
８
月
の
年
金
か

ら
、
２
月
分
の
保
険
料
と
同
額
を
お

支
払
い
い
た
だ
き
ま
す（
仮
徴
収
）。　

　

10
月
・
12
月
・
２
月
の
特
別
徴
収
の

額
は
、
平
成
23
年
度
の
保
険
料
の
決

定
時
（
本
算
定
の
時
）
に
仮
徴
収
額
を

差
引
き
し
、
通
知
し
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
や
納
付
書
で
お

支
払
い
い
た
だ
く
（
普
通
徴
収
）
人
も
、

平
成
23
年
度
の
保
険
料
の
決
定
時
（
本

算
定
時
）
に
保
険
料
額
を
決
定
し
、
通

知
し
ま
す
。
こ
の
場
合
の
支
払
い
月

は
、
国
民
健
康
保
険
料
は
６
月
か
ら
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
７
月
か

ら
で
す
。

▼
昨
年
度
に
、
保
険
料
額
の
変
更
な

ど
に
よ
り
、
特
別
徴
収
か
ら
普
通

徴
収
に
変
更
に
な
っ
た
人
は
、
特

別
徴
収
の
時
期
が
変
則
的
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は

事
前
に
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課
☎

30-

６
１
１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

２

２
２
０
番

平
成
23
年
度
中
に

住
宅
リ
フ
�
ー
ム
を
市
内
の

業
者
で
施
工
し
た
場
合
�

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
市
内
に
本

社
が
あ
る
法
人
、
ま
た
は
個
人
の

施
工
業
者
を
利
用
し
て
、
自
宅
の

修
繕
、
補
修
工
事
な
ど
（
住
宅
リ

フ
�
ー
ム
）
を
行
う
場
合
に
、
そ
の

経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を

今
年
度
も
行
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
経
済
対
策
と
し

て
、
市
内
産
業
の
活
性
化
と
雇
用

の
安
定
を
図
る
た
め
に
行
う
事
業

で
す
。
平
成
24
年
３
月
31
日
㈯
ま

で
の
期
限
付
き
で
行
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
工
事　

　

工
事
経
費
が
20
万
円
以
上
（
消

費
税
を
含
む
）
で
、
こ
の
補
助
金
の

交
付
決
定
を
受
け
て
、
４
月
１
日

㈮
か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日
㈯
ま

で
の
間
に
着
手
し
、
か
つ
完
了
で

き
る
も
の
で
、
次
に
該
当
す
る
工

事①
住
宅
の
修
繕
、補
修
工
事
、模
様

替
え
工
事
（
外
構
工
事
は
除
く
）

②
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
に
伴
う

住
宅
の
工
事

対
象
と
な
る
住
宅　

　

市
内
の
住
宅
。
た
だ
し
、事
務
所

や
店
舗
、
賃
貸
ア
パ
ー
ト
な
ど
は

対
象
外
で
す
。
併
用
住
宅
は
、
住

居
部
分
の
み
、
マ
ン
シ
�
ン
な
ど

は
専
有
部
分
の
み
が
対
象
で
す
。

補
助
金
額

　

工
事
経
費
の
20
％
で
、
最
高
20

万
円
（
千
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

※
彦
根
市
の
予
算
の
範
囲
内
に
限

り
ま
す
。

対
象
と
な
る
人　

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い

る
人

①
対
象
と
な
る
住
宅
に
居
住
し
て

い
る
対
象
住
宅
の
所
有
者

②
市
税
や
市
の
各
種
融
資
の
償
還

に
つ
い
て
滞
納
が
な
い
人

③
対
象
と
な
る
工
事
に
つ
い
て
、

国
・
県
・
市
の
他
の
制
度
の
補

助
を
受
け
て
い
な
い
人

▼
彦
根
市
既
存
住
宅
耐
震
リ

フ
�
ー
ム
支
援
事
業
補
助
金
な

ど
、
他
の
補
助
を
受
け
て
い
る

場
合
で
あ
っ
て
も
対
象
外
と
な

る
工
事
部
分
は
、
補
助
の
対
象

と
し
ま
す
。

▼
補
助
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
同

一
住
宅
お
よ
び
同
一
人
に
つ
き

１
回
限
り
で
す
。

▼
平
成
20
、
21
、
22
年
度
に
同
補

助
金
を
受
け
た
人
は
申
し
込
み

で
き
ま
せ
ん
。

▼
対
象
と
な
る
住
宅
が
共
有
名
義

な
ど
で
あ
っ
て
も
、
複
数
人
に

よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　

　

は
が
き
に
郵
便
番
号
、住
所
、氏

名
、
ふ
り
が
な
、
電
話
番
号
、
予

定
工
事
内
容
、
予
定
工
事
費
、
予

定
施
工
業
者
（
本
社
住
所
、
業
者
名
）、

予
定
工
事
期
間
を
書
い
て
、

商

工
課
（
〒
５
２
２
︲
８
５
０
１
元
町

４-

２
）
へ
郵
送
ま
た
は
直
接
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
審

査
の
う
え
、
５
月
下
旬
に
交
付
申

請
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
改

め
て
補
助
金
の
交
付
申
請
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
申
込
者
が
多
数
の
場
合
�
抽
選

に
な
り
ま
す
�

そ
の
他　

　

補
助
金
の
交
付
申
請
に
は
�
工

事
着
手
前
の
写
真
が
必
要
で
す
�

工
事
に
入
る
前
に
�
必
ず
工
事
箇

所
の
全
て
の
詳
細
な
写
真
を
撮
影

し
て
く
だ
さ
い
�

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
課
☎

30-
６
１
１
９
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注

射
の
窓
口
が
変
わ
り
ま
す

　

犬
の
登
録
や
狂
犬
病
予
防
注
射

の
各
種
手
続
き
が
、
４
月
１
日
か

ら

健
康
推
進
課
か
ら
生
活
環
境

課
（
市
役
所
１
階
）
に
変
わ
り
ま
す
。

平
成
23
年
度　

国
民
年
金
保
険
料
は
月
額

１
万
５
�
０
２
０
円
で
す

　

国
民
年
金
の
保
険
料
が
見
直
さ

れ
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
平
成
24

年
３
月
ま
で
の
保
険
料
額
は
、
月

額
１
万
５
、
０
２
０
円
に
な
り
ま

し
た
。（
平
成
22
年
度
は
１
万
５
、
１

０
０
円
）

ご
存
知
で
す
か　

前
納
制
度

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

保
険
料
を
ま
と
め
て
支
払
う
と
割

引
の
あ
る
「
前
納
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。
毎
月
納
め
る
よ
り
お
得
な

う
え
、
納
め
忘
れ
も
防
ぐ
こ
と
が

で
き
て
便
利
で
す
。
納
期
限
は
５

月
２
日
㈪
で
す
。

現
金
に
よ
る
平
成
23
年
４
月
分
か

ら
の
前
納

１
年
前
納　

17
万
７
、
０
４
０
円

（
３
、
２
０
０
円
お
得
）

半
年
前
納　

８
万
９
、
３
９
０
円

（
７
３
０
円
お
得
）

※
口
座
振
替
お
よ
び
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
４
月
分
か
ら
平

成
24
年
３
月
分
ま
で
の
１
年
前

納
、
お
よ
び
平
成
23
年
９
月
分

ま
で
の
半
年
前
納
の
受
付
は
終

了
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１

４
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
０
３
８
番

課
の
新
設

　

保
険
年
金
課
の
収
納
係
を
保
険

料
課
と
し
て
独
立
さ
せ
、
国
民
健

康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
お
よ
び

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
徴
収

強
化
を
図
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

人
事
課
☎

30-

６
１
０
６
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

病
院
の
組
織
改
正

部
の
新
設

　

医
療
相
談
や
地
域
医
療
連
携
を

推
進
す
る
た
め
の
医
療
社
会
部
を

新
設
し
ま
す
。

　

医
事
課
に
あ
っ
た
医
療
相
談
業

務
を
医
療
相
談
室
と
し
て
独
立
さ

せ
医
療
相
談
業
務
を
充
実
し
ま
す
。

　

医
事
課
の
課
内
室
で
あ
っ
た
地

域
医
療
連
携
室
を
医
事
課
か
ら
独

立
さ
せ
、
地
域
連
携
を
図
り
ま
す
。

課
の
統
合
�
新
設

　

事
務
局
の
企
画
経
営
課
を
病
院

総
務
課
に
統
合
し
ま
す
。

　

病
院
総
務
課
の
職
員
係
を
職
員

課
と
し
て
独
立
さ
せ
、
医
療
職
の

人
材
確
保
を
図
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病
院
病

院
総
務
課
☎
22-

６
０
５
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
７
５
４
番

不
審
な
電
話
に
ご
注
意
を
！

　

全
国
で
高
齢
者
を
狙
っ
た
不
審
電
話
の
事
例
が
多

数
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
末
よ
り
滋
賀
県
内
で
も
、
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
に
関
す
る
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

不
審
電
話
の
事
例

　
「
医
療
費
が
還
付
さ
れ
る
」「
還
付
の
手
続
き
が
ま

だ
な
の
で
、
氏
名
、
生
年
月
日
な
ど
教
え
て
ほ
し
い
」

な
ど
で
す
。

　

市
内
で
も
、
３
月
に
厚
生
労
働
省
職
員
を
名
乗
る

男
か
ら
不
審
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
事
例
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
こ
の
男
は
、「
キ
�
ッ
シ
�
カ
ー
ド
を

預
か
り
た
い
」
と
自
宅
を
訪
問
し
て
い
ま
す
が
、
冷

静
な
対
応
で
被
害
に
遭
わ
ず
に
す
み
ま
し
た
。

不
審
な
電
話
や
訪
問
者
に
は
落
ち
着
い
て

対
応
を

○
簡
単
に
個
人
情
報
を
教
え
な
い

○
や
り
取
り
の
前
に
身
元
確
認
（
勤
務
先
、連
絡
先
、氏

名
な
ど
）
を

○
「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
周
囲
に
相
談
を
す

る
、
ま
た
は
警
察
や

保
険
年
金
課
、
滋
賀
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年

金
課
☎
30-

６
１
１
２
番
、

滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
☎
０
７
７-

５
２
２-

３
０
１
３
番

国
民
健
康
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

平
成
23
年
度
の
年
金
か
ら
の
お
支
払
い

（
特
別
徴
収
）
に
つ
い
て

申
込
期
間　

４
月
１
日
㈮
〜

５
月
10
日
㈫　

午
後
５
時

必
着
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　入学式、時間割、制服と何もかもがブラジルと日

本では違うと気づいたのは、日本で１週間の中学

校入学体験をしたときでした。

　ブラジル全部の学校がこのとおりというわけで

はありませんが、ここでは、私の出身地である、マ

ット・グロッソ・ド・スルの中学校の様子を紹介し

ます。

　まず、授業が始まる時期は、４月ではなく２月か

らです。だいたい１日からスタートですが、カーニ

バルが２月の第１週に設定された年にはカーニバ

ルが終わってからスタートする学校もあります。

入学式はなく、教師や学校、クラスメートの紹介の

あとは普通の授業が始まります。

　授業時間も日本とは違い、午前と午後の生徒に

分かれていて一日学校にいることはありません。

　学期は、４学期制で途中の７月に２週間の冬休

みがあり、４学期が終わり次第夏休みに入ります。

２月の夏休み明けには新しい学年になるので夏休

みの宿題はありません。しかし、１年間の授業で足

りなかった生徒には２週間の授業延長があり、夏

休みがそれだけ短くなるわけです。

　ブラジルでは初等教育が９年間（日本の小学校と

中学校）で、高等教育（日本の高校）が３年間あり、

初等教育から高等教育修了まで受験はありません｡ 

　終業式や卒業式は、学校によって違い、パーティ

を行う学校もあれば、保護者に来校していただき、

単に、卒業証書を渡すという形をとる学校もあり

ます。

　次回は給食について紹介します。

【彦根市国際交流員　平田エジナ】

◀
平
田
エ
ジ
ナ
さ
ん
が
通
っ
て
い
た

学
校

安
心
し
て
就
学
す
る
た
め
の

就
学
援
助
制
度

　

市
内
に
居
住
し
、
市
内
の
小
・

中
学
校
に
在
学
す
る
子
ど
も
の
い

る
家
庭
で
、
経
済
的
な
理
由
の
た

め
、
就
学
に
必
要
な
経
費
を
負
担

す
る
こ
と
が
困
難
な
保
護
者
に
、

子
ど
も
が
安
心
し
て
就
学
で
き
る

よ
う
、
給
食
費
、
学
用
品
費
な
ど

の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
保
護
者　

次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人　

①
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免

を
受
け
て
い
る
人　

②
児
童
扶
養
手
当（
子
ど
も
手
当
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）
を
受
給
し
て
い
る

人　
③
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止

と
な
っ
た
人　
　

④
そ
の
他
、

教
育
委
員
会
が
援

助
費
の
受
給
が
必
要
と
認
め
る

人
給
付
内
容　

学
用
品
費
、
学
校
給

食
費
、
新
入
学
学
用
品
費
、
通

学
用
品
費
、
修
学
旅
行
費　

な

ど
手
続
き
方
法　

各
小
・
中
学
校
と

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課（
市

民
会
館
２
階
）
に
あ
り
ま
す
、
所

定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
学
校
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
の
住

所
が
彦
根
市
以
外
で
あ
っ
た
人

は
、所
得
を
証
明
す
る
書
類
（
平

成
23
年
度
課
税
証
明
書
な
ど
）
の

添
付
が
必
要
で
す
。

※
申
請
は
、
年
度
途
中
で
も
受
け

付
け
ま
す
。（
た
だ
し
、援
助
は
受

付
日
以
降
の
月
額
に
な
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
☎
24-

７
９
７
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番
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〈内容〉子どもの歯の手入れの方法や虫歯の予防につい
て、歯科衛生士に話を聞きます。　〈日時〉４月27日㈬
10：00〜11：00　〈場所〉子どもセンター（日夏町）　〈対象〉

０〜２歳の子どもとその保護者 　〈定員〉25組（先着順）

〈参加費〉無料　〈申込期間〉４月11日㈪〜同22日㈮　〈持

ち物〉筆記用具　〈申込方法〉電話、または直接子どもセ
ンターの窓口　〈問い合わせ先〉 子ども未来室☎ 28-
1580、FAX28-3646

〈日時〉５月４日（水・祝）　10：00 〜 15：00　〈場所〉荒神山公
園（荒神山公園春まつり会場内、日夏町）　〈出店料〉１ブー
ス 500 円　〈申込期限〉４月20日㈬　〈申込方法・問い合

わせ先〉直接、リサイクルステーションで申し込むか、往
復はがきの往信の裏面に住所、氏名、電話番号、出店品
目、人数、出店希望日を、返信の表面に住所、氏名を書
いてリサイクルステーション（〒 522-0088 銀座町４-19、

受付時間 10：00 〜 16：00、木・日曜日は休み）☎ 26-4810
（FAX 共用）　

〈募集作品〉青少年の健全育成や非行防止、更生の支援
など社会を明るくする運動にちなんだもの　  標語 はが
きに１人２編以内　  作文 400字詰め原稿用紙５枚以内
に縦書き。文頭に必ず題名を書いてください。〈応募の

決まり〉いずれも終わりに住所、氏名、電話番号を書い
てください。　〈対象〉市内在住、在勤、在学の人　〈応

募期限〉５月16日㈪必着　〈申込・問い合わせ先〉 子ど
も青少年課（〒 522-0041　平田町 670）☎ 26-0994、F
AX26-1768

　標語と作文　第61回「社会を明るくする運動」

博物館をより身近に感じることができる「友の会」に入
会して、歴史・文化との出会いを楽しみませんか。〈年会

費〉個人会員：2,000円。ただし高校生は 1,000円　ジュ

ニア会員（小・中学生）：500円　賛助会員：１口以上（１

口は 10,000円）　〈会員特典〉①会員証で彦根城博物館の
常設展・テーマ展・企画展が観覧できます。②友の会ニ
ュースや、博物館だよりなどを送付します。③友の会主
催の講演会や現地研修などに参加できます。〈会員期間〉

入会時から平成24年３月31日まで　〈入会方法〉彦根城
博物館にある入会申込書に必要事項を書いて、年会費
を添えて、彦根城博物館で申し込んでください。〈申込・

問い合わせ先〉彦根城博物館友の会事務局（担当：中野）☎
090-1224-6813

〈内容〉彦根市身体障害者更生会が主催する、市内在住の
身体障害者を対象とした歩行訓練と親睦旅行。普段、外
出の機会が少ない人にも声をかけていただいて、ぜひご
参加ください。　〈開催日〉６月４日㈯　〈時間〉８：00 ごろ
集合（市内のいくつかの場所をバスが巡回します） 〈コース〉

「アクア・トトぎふ」「日本昭和村」（岐阜県）　〈参加費〉会
員 4,000 円（その付添者 5,000 円）、会員以外 5,500 円

〈申込期限〉４月28日㈭  〈申込・問い合わせ先〉月〜金曜
日の９：00 〜 12：00 に、彦根市身体障害者更生会事務
局（ 障害者福祉センター内）☎ 27-7888（FAX 共用）

　彦根城博物館友の会　平成23年度会員

　身体障害者対象　歩行訓練と親睦旅行

　エコマーケット「夢畑」

滋賀県障害者スポーツ大会出場選手

　男女共同参画に関するさまざまな課題に気づく
とともに、身近な地域や団体で、実践に結びつけ
るような知識や技術を身につけましょう。
日時、内容　右の表のとおり
場　所　 男女共同参画センター「ウィズ」（平田町）

対　象　市内在住、在勤、在学の人
定　員　30人程度（先着順）

受講料　各回 200 円
申込期限　４月22日㈮
託　児　あり（要事前予約）、１人１回 200 円
その他　４回以上出席した人には、修了証書を渡

します。
申込方法・問い合わせ先　電話、ファクス、Ｅメー

ルで、 男女共同参画センター「ウィズ」☎

24-3529（FAX共用）、E メール：with.hikone@
oboe.ocn.ne.jp

　子育て講座　お口の健康について

〈内容〉右の表のとおり　〈対象〉市内に在住する13歳以
上の人で、身体障害者手帳を持つ人、療育手帳を持つか
その取得に準ずる障害のある人　※一部の競技には障
害の種類によって参加できないものがあります。〈参加

料〉無料。ただし、昼食
代、交通費は実費負担の
場合があります。ボウリ
ング競技の貸靴代は、実
費負担になります。〈申

込・問い合わせ先〉 障
害福祉課☎ 27-9981、
FAX26-1767
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日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【４月後半】

１９日㈫

２０日㈬

２１日㈭

２２日㈮

２６日㈫

２７日㈬

平 田 町 大 沢 高 岸 Ｂ 公 園
西 今 町 松 田 団 地
西 今 町 伊 庭 団 地
若 葉 小 学 校 東 門

稲 里 町 公 民 館
稲 枝 地 区 公 民 館
稲 　 枝 　 駅 　 前

千 鳥 ヶ 丘 会 館 横
岡 町 東 光 寺 前
平 田 町 明 照 寺 前

大 藪 町 農 業 倉 庫
下 後 三 条 説 教 場
中 藪 一 丁 目 白 山 神 社

新 海 町 公 民 館
田 附 町 公 民 館
本 庄 町 公 民 館

普 光 寺 町（ 東 ノ 辻 広 場 ）
彦 富 町 公 民 館
金 沢 町 公 民 館
港　 屋　 駐　 車　 場　 東

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１３：１５
１４：００
１４：５０

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：１０
１４：００
１４：５０ 

１５日㈮
清 崎 町 浄 宗 寺
亀 山 ニ ュ ー タ ウ ン
日夏ニュータウン第２期集会所前

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１６日㈯
開 出 今 菅 原 神 社
蔵 の 町 団 地 中 央
開出今第２団地（市立病院前）

１３：２０
１４：１０
１５：００

図書館休館日（４月後半） 18日㈪、25日㈪、28日㈭、29日（金・祝）

※臨時の収集は、早めにお申し込みください。

（臨時の収集は、原則として毎週火・金曜日

に実施します）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

４月後半

18日㈪

19日㈫

20日㈬

21日㈭

22日㈮

25日㈪

2�日㈫

27日㈬

28日㈭

東沼波、日夏、大堀、楡、安食中、稲枝（東）、稲部（稲部東）、

肥田（西肥田）、甲崎、野良田、新海、南三ツ谷

日夏、西沼波（本郷、住宅）、河瀬地区、稲部（稲部）、柳川、上西川、

下西川、稲里、彦富（笹田団地）、稲部（稲部南）、肥田（西肥田）

鳥居本地区、錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河原

三丁目、高宮地区

鳥居本地区、高宮地区

鳥居本地区、高宮地区

古沢、松原（四ッ川を除く）、高宮地区、河瀬地区

高宮地区、河瀬地区

河瀬地区

河瀬地区

　

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、「
誰
か
お
友
達
が
い
な
い
か
な
」「
安

心
し
て
子
ど
も
と
遊
ぶ
場
が
ほ
し
い
」「
不
安
や
悩
み
を
聞

い
て
ほ
し
い
な
…
」
こ
ん
な
思
い
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

地
域
の
公
民
館
で
開
催
し
て
い
る
「
わ
い
わ
い
ひ
ろ
ば
」

に
参
加
し
て
、
遊
び
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
お
話
し
し
ま
せ
ん

か
？
乳
幼
児
と
一
緒
に
保
護
者
や
祖
父
母
が
集
ま
り
、
楽
し

く
話
す
中
で
、
友
達
を
作
り
、
子
育
て
情
報
や
ア
ド
バ
イ
ス

が
も
ら
え
ま
す
。

　

開
催
月
に
よ
り
、
季

節
に
あ
う
製
作
や
遊

び
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
手
遊
び
な
ど
が
で

き
ま
す
。
い
ず
れ
も
申

込
不
要
、
無
料
で
す
。

日
程
・
場
所　

下
表

の
と
お
り
。
５
月
〜

平
成
24
年
２
月
に
、

毎
月
１
回
開
催
。
稲

枝
地
区
の
み
４
月
〜

平
成
24
年
３
月
で
開

催
。

時
間　

午
前
10
時
〜
同

11
時
30
分

問
い
合
わ
せ
先　

子

ど
も
未
来
室
☎
28-

１
５
８
０
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

３
６
４
６

番 公
民
館
に
あ
つ
ま
れ
！

わ
い
わ
い
ひ
ろ
ば
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◀
救
援
物
資
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
む
職
員

◀
岩
手
県
で
活
動
を
行
う
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
の
隊
員

◀
活
動
場
所
に
集
結
し
た
緊
急
消
防
援
助
隊　

　

３
月
11
日
㈮
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
に
つ
い
て
、
彦
根
市
で
は
、
被
災

地
へ
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。（
３
月
18
日
㈮
現

在
）

彦
根
市
消
防
本
部
隊
員
が
緊
急
消
防
援

助
隊
と
し
て
出
動
し
て
い
ま
す

　

３
月
11
日
㈮
に
、
滋
賀
県
や
県
内
消
防
本

部
な
ど
で
つ
く
る
緊
急
消
防
援
助
隊
の
一
員

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
被
災
地
へ
の

支
援
を
行
い
ま
し
た

東北地方太平洋沖地震
義援金を募集しています

　彦根市では、東北地方太平洋沖地震で被災された方々に

対する義援金を募集しています。市民の皆さんのご支援を

よろしくお願いします。

問い合わせ先　 危機管理室☎ 30-6150、FAX22-1398

義援金募集方法　《口座振込による支援》

義援金の名称　『彦根市東北関東大震災義援金』

と
し
て
、
彦
根
市
消
防
本
部
か
ら
隊
員
が
福

島
県
に
出
動
し
ま
し
た
。
３
月
18
日
㈮
現
在
、

第
３
次
隊
が
出
動
し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

彦
根
市
立
病
院
災
害
医
療
派
遣
チ
�
ム

が
出
動
し
ま
し
た

　

３
月
12
日
㈯
に
、
彦
根
市
立
病
院
災
害
医

療
派
遣
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
隊
員
が
出
動
し
、

岩
手
県
の
花
巻
空
港
で
医
療
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

給
水
車
が
出
動
し
�給
水
活
動
を
行
�
て

い
ま
す

　

３
月
12
日
㈯
に
、
給
水
車
１
台
と
職
員
が

宮
城
県
に
向
か
い
、
給
水
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

救
援
物
資
を
届
け
ま
し
た

　

親
善
都
市
の
茨
城
県
水
戸
市
に
救
援
物
資

を
届
け
る
た
め
、
３
月
13
日
㈰
、
同
15
日
㈫

に
職
員
が
出
発
し
ま
し
た
。

　

救
援
物
資
は
、
簡
易
ト
イ
レ
、
非
常
食
、
お

む
つ
、
粉
ミ
ル
ク
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
で

す
。

※義援金は、日本赤十字社滋賀県支部（ 出納室内）、

彦根市共同募金委員会（彦根市社会福祉協議会内）で

も受け付けています。
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塚つ
か

田だ

悠ゆ
う

太た

ち
ゃ
ん

（
松
原
町
）

　

凌
佑
ち
ゃ
ん

（
東
沼
波
町
）

岡お
か

田だ

悠は
る

希き

ち
ゃ
ん

（
小
泉
町
）

か
ど　

        

り
ょ
う   

す
け

ひこね元気計画21
推進中！
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人口と世帯数
　　　　　　平成23年３月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

１１１,９８９人　（＋　１６）
５５,２２４人　（＋　１９）
５６,７６５人　（−　　３）

４３,４８９世帯　（＋　２８）

表
紙
の
写
真

　

２
月
27
日
㈰
、
桜
の
木
を
保

護
す
る
た
め
の
施
肥
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　

今
回
の
作
業
は
、
樹
勢
が
衰

え
た
桜
の
保
護
を
図
り
、
景
観

を
保
持
す
る
た
め
行
わ
れ
た
も

の
で
、
毎
年
こ
の
時
期
に
実
施

さ
れ
て
ま
す
。

　

参
加
し
た
の
は
、
ひ
こ
ね
桜

守
、
樹
木
医
、
一
般
参
加
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ

ア
大
学
の
皆
さ
ん
、
計
約
60
人
。

　

参
加
者
は
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど

を
使
っ
て
、
桜
の
根
の
周
辺
に
、

直
径
約
20
㎝
、
深
さ
約
20
㎝
の

穴
を
あ
け
、
化
成
肥
料
と
腐
葉

土
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
肥
料
を
埋

め
て
い
き
ま
し
た
。

　 教育委員会では、地域住民のコミュニティ活動の促進

や、地域文化の創造を図り、開かれた学校を目指して、小・

中学校を利用して、学校の持つ施設や機能を生かした講座

を開催します。多くの皆さんの参加をお待ちしています。

学校を利用した５つの講座

平 成 2 3 年 度 教 室 開 放 事 業


